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雜
錄
鈕
行
手
形
別
受

ir
il
l度
及
货
行
論 

あ
り
、
w

m

®

r!
J

場
に
て
販
寶
す
る
鹽
干
魚
は
品
目
及 

數
a

餘
b

rc

贫
弱
な
る
の
槪
ゎ
b

、
最
も
成
a

の
.
不
]4 

な
る
は
下
®

咎
市
場
k

し
て
、
玆
に
て
溉
油
ヽ
味
噌
の 

販
-
M

を
擔
當
せ
る
も
の
が
不
誠
M

な
り
ど
非
難
吩
し
、

勿
輪
、
改
善
を
•促
し
つ
、
あ
る
も
未
、た
好
總
を
得
る
に 

年
；ら
ず
、
又
广
鹽
干
负
の
店
鯆
は
最
も
贫
弱
に
し
て
、

こ
れ
亦
改
善
す
る
に
免
ら
す

V
J

云
へ
ぅ
、
こ
れ
に
反
し 

て
寺
^

、
P

&

M

の
兩
Tl
i

場
は
そ
の
建
築
落
成
せ
る
を 

見
て
、
經
營
の
永
久
的
次
る
を
信
す
る
に
至
6
、
こ
れ 

を
喜
ぶ
の
色
あ
り
、
後
#

の
如
き
は
、
そ
の
隨
々
た
ら 

む
ビ
す
る
の
狀
を
琪
見
し
て
、
附
近
小
资
商
人
が
虎
視 

耽
々
と
し
て
安
む
せ
す
、励
も
す
れ
は
惡
潍
を
放
つ
て
、

そ
の
眞
低
を
傷
け
む
ビ
し
つ
、
あ
6

ビr
®

人
は
l
a

す
、

か
く
て
、
公
設
市
場
は
必
す
し
も
經
濟
上
の
遊
戯
に
あ 

ら
ず
、M I

:
舍
政
策
上
の
際
物
に
あ
ら
ざ
る
可
き
こ
ど
を

o

(

八
月
ニ
十
3£
日
镐)

笫
十
號 

一C

六

銀
行
手
形
引
受
制
度
及 

實

行

論(

I

三

0

嘉
十
郎

三
、
日
本
銀
行
の
提
唱
使
る
銀
行
引
受
手
形 

從
來
歐
洲
先
進
阈
に
於
て
敘
行
1̂

受
手
形
を
利
;«
せ 

る
場
合
に
就
て
は
以
上
に
說
明
せ
る
所
の
如
く
な
る
が 

今
回
日
本
銀
行
の
提
唱
し
典
の
實
行
に
努
力
し
ク
、
あ 

る
銀
行
引
受
手
形
は
次
の
如
き
も
の
、な
り
。

A

、
'
賀
易
金
融
に
於
け
る
場
合
'

ィ
ヽ
輸
入
の
揚
合
輸
入
贸
易
^
基
く
鈒
行
別
受
手 

•

形
の
利
用
は
前
節
铅
ー
の
荷
爲
咎
乎
形
の
⑴
受
に 

し
て
、
從
來
輸
入
の
揚
合
に
於
て
は
其
の
大
部
分 

は
外
國
輸
出
商
の
我
が
輸
入
商
宛
て
振
出
し
，'，
'
る
 

手
形
に
し
て
、
我
が
，爲
替
鈒
行
が
之
を
質
収
り
た

I
11

本
銀
行
に
再
割
引
を
依
賴
ず
る
の
外
#
.

揚
.に
賣
出 

す
，

J

と
能
は
ず
、
爲
替
銀
行
は
多
く
は
其
の
期
W
 

迄
手
形
を
保
藏
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
し
て
、
從
つ
で
：
 

其
の
期
間
爲
替
銀
行
ー
は
亙
额
め
資
金
を
周
定
せ
ざ
、
 

る
べ
か
ら
ざ
る
t

ビ
、
な
り
、

.
而
か
も
外
國
賀
易 

令
融
は
多
く
は
長
期
に
百j

る
.を
以
て
爲
替
資
金
の 

缺
乏
ょ
b

或
は
W

本
龈
行
ょ
，6

借
入
れ
又
は
市
中 

銀
行
ょ
り
コ
ー
，
を̂

*

せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
に 

至
る
。
故
に
令
#

は
平
素
我
"
か
輸
入
商
ビ
取
引
.あ 

る
內
地
银
行
が
其
の
取
引
先
に
信
用
狀
を
發
行
し 

外
國
輸
出
商
を
し
V
I

其
の
信
用
狀
に
基
き
内
吨
銀 

行
を
支
拂
人
と
せ
る
爲
替
手
形
：を
振
出
^

し
む
る 

こ

、
す
れ
ば
、
其
の
手
形
は
支
拂
地
た
る
我
國 

に
送
ら
ル
支
拂
人
た
る
銀
行
の
引
受
を
得
れ
ば
之 

を
買
取
6
、た
る
爲
替
龈
行
は
何
時
に
て
も
市
場
に 

寶
出
し
容
易
に
：資
金
を
得
る

乙
ビ
、
な
る
べ
く
貿 

易
金
融
の
疏
通
上
多
大
の
效
果
あ
る
べ
し 
<
云
ふ

.

る

行

 

s

î^又
-!??

>
-形

；
^
 

る

^

 ̂以

て
 n

x

へ
に
：在
办
ソ
.
.
. 

.
 

、
.輸
出
の
場
合 

' 
從
來
繼
出
吹
場
：合
に
は
爲
#
银 

行
は
輸
出
商
ょ
り
手
形
を
質
収
&

直
に
：荷
物
ヒ
弗 

に
仕
向
地
に
發
送
し
た
る
を
以
て
，
内
地
金
利
の 

支
挪
地
の
金
抓
に
比
し
低
廉
な
る
場
合
に
於
て
も 

輸
出
商
は
低
利
な
る
內
地
資
金
を
利
用
す
る
能
：は 

.
す
、
支
»

地
の
金
别
を
晃
込
み
て
建
て
ら
る
、
爲 

替
相
場
に
支
配
せ
ら
れ
結
局
高
き
金
利
に
甘
ん
せ 

ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
狀
態
に
在
り
。
故
に
內
地
金
利 

の
安
き
時
は
引
受
手
形
を
利
用
し
荷
物
の
到
連
す 

Y

き
白
數
を
手
形
|の
郵
送
に
耍
す
る
日
數
ビ
の
莲 

に
相
當
す
る
11
3

丈
け
內
坶
の
資
金
を
利
用
せ
ん
と 

す
る
も
の
に
し
て
、
卯
輸
出
商
は
貨
物
を
輸
出
す 

る
ど
同
時
に
^
の
得
た
る
船
猜
書
類
を
爲
替
鈒
行 

に
d

渡
し
、：
之
を
見
返
り
に
手
形
の
引
受
を
求
め 

之
を
他
の
市
中
銀
行
に
賣
却
し
、、
該
手
形
の
期
日 

に
は
瓶
に
從
來
蚯
>

0

&
替
手
形
を
搌
出
し
爲
替

第
十

H

饴

.

(

一
三
艽
七)
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第
十
三
卷(

5

JL
八)

雑

錄

銀

行

5

91
礎
製
及
碁
論

B

鈒
行
に
就
て
荷
爲
替
の

n

取
を
受
け
其
の
代
り
金 

を
以
て
前
手
形
の
決
濟
を
爲
す
な

^

;S 

'

,

金
融
手
形
の
引
受
金
融
手
形
は
商
幾
手
形
ヾ」

興 

に
し
獎
勵
す
ベ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
、
事
業
資
金
：
 

調
達
の
方
策
ビ
し
て
相
當
*

礎
の
確
實
な
る
事
業
#
 

趾
が
資
金
：の
融
通
を
受
く
る
場
合
、
又
は
戰
時
中
.
に
 

勃
興
し
■
た
る
我
國
產
業
を
*
特
し
又
は
之
が
憋
理
を 

货

す

に

必

要

な

る

資

金

を

調

達

甘

ん

ビ

す

る

® ;
合

に 

於
て
は
、
取
引
銀
行
の
引
受
を
得
て
之
を
市
中
銀
行 

に
寶
却
し
以
て
比
較
的
前
單
に
且
低
廉
に
麻
要
資
金 

の
調
達
を
圖
る
の
方
法
を
.講
ず
ベ
し
ビ
爲
す
も
の
な

I::'  

:■■
,

「

へ
へ
日
本
龈
行
が
今
囘
提
唱
せ
る
銀
行
引
受
手
形
は
右
の
ー
ニ
.：
.
 

,
 

'
稀
の
場
合
に
し
て 

> 
殊
に
質
易
に
基
ぐ
手
形
の
引
受
に 

就
て
は
之
が
實
行
に
努
力
し
其
，の
割
引
步
合
の
如
き
も 

最
低
獾
を
適
用
す
る
こv

j

、
し
、
以
て
贸
易
金
S
の
改
.

r: 

v

、
l

入
の

.

場̂

に
.

於
：て
：は

'

外

银

商

：の
■

振
：出
せ
る

.

:

手
形
が
有
利
な
る
爲
替
相
揚
を
以
て
賀
取
ら
る
、
こ 

. 

>
>

、
な
る
を
以
て
、
.
@
然
商
品
の
代
價
に
好
影
響
を 

' 

■及
ぼ
し
內
地
輸
人
商
は
其
の
利
益
に
均
霑
す
る
乙
と

:

、
な
る
べ
く
多
少
のr

り
受
手
數
料
を
支
拂
ふ
も
差
D

 

有
利
の
計
箅
じ
な
る
：べ
し
。
又
輸
岀
の
揚
合
に
於
て 

.
ン 

:
は
輸
出
商
は
荷
物
の
發
送
？
同
時
に
荷
爲
替
手
形
を 

.  

賣
却
す
る
擞
合
^

比
し
引
受
手
形
の
流
.通
期
間
丈
け 

.

.

.低
利
の
^
地
資
金
を
刺
用
す
る
こ
，と
を
得
る
を
以
て 

、

. 

之
亦
た
多
少
の
羊
數
料
を
支
拂
ふ
む
有
利
の
計
®
と

な
る
な
ぅ
。

:

,
-

ハ
、

一

般
金
酿
市
場
は
銀
行
引
受
手
形
の
供
給
に
依
り 

\ 

,

て
確
實
な
る「

流
i

を
得
る
を
以
て
從
來
の
如
く 

.•.  

遊
金
の
放
資
に
困
難
を
來
す
：が
如
令
こ
ビ
な
く
、
而

か
も
M

本
銀
行
は
常
：に
最
低
率
を
以
て
割
引
を
爲
す 

:

:

•

を
以
て
之
に
對
す
る
放
資
は
現
金
及
日
本
銀
行
預
金 

: 

.
S

い
で
'確
實
な
：る
«
金
準
備
た
る
を
得
れ
ば
銀
行

柏
せ
ん
こ
と
を
期
せ
る
が
如
し
。
又
金
融
手
形
の
⑴
受 

に
.就
て
は
獎
卿
は
せ
ざ
る
も
之
れ
に
侬
り
て
從
來
疏

M

 

を
缺
け
る
工
業
金
融
の
途
を
講
じ
以
て
戰
時
中
發
展
し 

た
る
我
ヵ
產

m

の
0
持
に
資
せ
ん
ビ
す
る
に
在
る
や
明 

が
な
り
。

而
し
て
日
本
飯
行

'

引
受
手
形
の
利
益
ビ

し
て
次
の
如
く 

云
へ
り

ィ
、
爲
#
銀

行

引

受

手

形

を

買

取

る

時

は

資

金

.の

必

耍 

R
應

じ

て

之

，
ど

市

揚

に

寶

出

し

商

業

手

形

の

最

，低

_
 

弓
步
合
を
以
て
割
31
.せ
ら
る
、
こ
ビ
、
な
ら
X
從
來 

の
方
法
に
比
丨
-低
利
に
資
金
を
調
達
す
る
こ
ど
を
得 

べ
し
e 
‘樹
ち
鈒
行
引
受
手
形
が
市
場
に
於
て
日
步
壹 

,
.饉
六
厘
位
に
.て
割
引
せ
ら
る
、
も
の
S
す
れ
ず
日
步 

壹
錢
九
厕
見
當
に
て
爲
替
資
金
を
調
達
し
居
り
た
る
. 

從
來
の
揚
合
に
扣
し
#
常
の
®
^
に
て
資
金
を
得
&

.

.る
、
こV

J

、
な
るV

 
i

從
つ
て
其
の
爲
替
相
揚
も 

f
t
出
K

有
利
の
.：：
名

：
の

な

.す

>.>  
€

を
得
ぃて
輸

出

貨

易

ハ

の
基
礎
到「

曆 

受
手
形
の
流
通
は
市
鐵
に.標

_

手

形

を

供

鈴

し

從

つ
 

て
玆
f

一
樣
の
^
引
市
揚
を
形
成
し
市«
#]
引
^

« 

な
る
標
準
利
率
を
作
り
金
融
：市
場
の
發
達
を
促
進
す 

る
の
效
あ
b
o

四
、
銀
行
引
®
手
形
實
行
論 

「

A

、
引
受
手
形
g

爲
替
資
金
の
調
達
及
金
融
市
場 

ビ
の
關
r

' 

.

日
本
録
行
が
酿
行
别
受
手
形
制
度
を
提
唱
せ
る
舰
由 

の
一
は
之
に
依
シ
て
爲
替
資
金
の
調
達
を
容
易
且
低
廉 

な
ら
し
め
ん
ヒ
す
る
に
あ.

CN

し
は
明
か
な
h

o
從
來
爲 

替
資
金
の
調
達
は
®

㈣

中
我
が
貿
豸
®

の
■
し
く 
0

M

 

せ
る
と
、
.
且
枕
輸
出
入
出
合
の
不
均
衡
ょ
り
非
常
0

M

 

額
に
上
り
日
本
銀
行
の
外
國
1

貸
付
金
は
三
四
億
圆
. 

の
多
さ
を
ー
ボ
し
、
见
に
饰
中
龈
行
ょ
り
コ
ー
ル
の
形
式 

に
於
て
.
；
偉
圓
乃
举
ニ
億
.! «

の
資
金
を
吸
取
せ
ざ
る
：べ

か
ら
ざ
る
狀
態
に
在
0
T

第
十
三
港

(

一
三
芄
九
.

)

雜

錄

銀
行
手
形
別
受
制
度
及
规
行
論

之
が
爲
め
日
本
銀
行
I
の̂

 

笫

十

诚

‘
一
〇
九



-c«

〇
I

雜

錄

银
行
手
形
別
受
制
度
及
赏
行
諭 

第
十
號 

一
5
 

換
券
發
行
高
は
非
前
に
樹
加
し
不
A
然

な

る

通

貨

膨

脹

行

は

れ

、
且
，之
を
質
取
り
た
る
爲
#

m
行
が
之
を
11
|

« 

の
®
を
成
し
、
又
巨
額
の
コ
ー
ル
の
吸
收
、
返

還

の

爲

に

寶

出

す

に

於

て

.は
論
者
0
言
ふ
が
如
き
利
益
を
來
す 

め
に
金
融
市
場
榄
亂
I

市中金利は糧を失ひ金ベ：
しと

*
も
、
後
に
も
述
ぶ
る
が
如
く
今
S

我
が
賀 

,融
，狀
況
.は
殆
ん
;r
爲
替
銀
行
の
左
右
す
ろ
，所
.ど
な
^
の

爲

金

，融
の
實
際
に
於
て
は
輸
入
資
易
の
大
部
分
は
外
貨 

狀
態
R
陷
り
た
り
。
.然

6
に
若
し
手
形
引
受
制
度
の
實
一
手
形
を
以
て
行
は
れ
ヽ
內
地
鈒
行
の
手
形
引
受
を
爲
し 

ー
行
を
見
る
時
は
、
之
を
質
取
り
营
爲

替

鈒

行

は

資

金|

得
る
圓
貨
手
形
は
傕
^
其
の
：「

部
分
た
る
に
业
ま
る
を 

の
必
婴
-
に
應
じ
て
手
形
を
ー
，般
市
場
に
資
出
し
以
て
爲
，|
以
て
、
之
を
市
場
に
寶
出
す
^
す
る
も
爲
替
資
金
0
調

I
1
l i|丨 

If

t
m

I
I
I*

I
I
I1
mi
I

I-s.
m

I:
1
11

r̂
r
金
を
靜
t
す
る
.
.
.
こV」

を
^
.
.る
を
以
r
v.、
.從
來
の
如 

く
日
本
銀
行
外
國
爲
替
«
付

;̂
の
増
加
に
依
る
殳
®
券 

の
膨
服
を
來
す
¥ J V

も
な
く
、
：
又
市
中
銀
行
ょ
b

E
額 

の
.
.コ

.■ル

.

.を
睛
步
を
以
て
^

入
る〜

の
^
.
も̂
.
き̂
.乙
.，
 

ビ
、
な
り
、
金
融
布
場
は
標

m
年

形

.
の

供

給

に

依

り

一
 

定
の
#
難
■w
pり
利
_
を
作
5
安
定
を
保
つ
こ
之
レ
を
得
ベ 

し 
€

。
.:
:
、
：

 

.

.

. 

：
-■
:
.
.:•
:

'
是
れ
以
本
齦
行
を
始
め
多
數
の
人
が
認
め
て
以
て
引

受
手
形
刺
度
の
利
益
V
J-S
す
视
な
り
。
固
ょ
り
我
が
鍮

■入
：

大

分

が

，

S
:;®

 
银
行
-

-
-

-- 

:■ *

一
達
上
未
た
大
な
る
響
影
を
來
す
.能
は
ず
。
又
之
を
寶
出 

\

す
に
.於
て
t
今

日

我

國

に

於

て

爲

替

を

取

扱

ふ

銀

行

'と 

I
云
へ
ば
主
£
し
て
ニ 

ニ
の
も
の
に
北
ま
る
を
以
て
、
是 

I
等
極
め
て
少
數
の
爲
替
叙
.行
の
手
許
®
^
の
如
㈣
に
依 

I

り
て
或
は
引
受
手
形
を
寶
出
.し
或
は
自
ら
保
藏
す
る
こ 

\

ビ 

>な
る
を
以
て
、
.典
の
金
融
市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す 

點
に
至
6
て
は
從
來
コ
彳
ル
を
吸
收
し
又
は
返
還
し

 ̂

，
る
S
大
R
異
な
る
所
な
含
な
々
。
ie
に
我
國
資
舄
金
融
，
 

の
大
部
#
を

掌

る

正

金

，銀

行

拟

、

爲

替

資

金

^
^
達

上

ゆ
低
利
を
以
X
0
求
鈒
行
：ょ
6
貨
付
け
ら
れ
、
其
以
上 

に
達
す
る
も
他
の
鍊
行
に
比
す
れ
ば
非
常
の
低
步
を
以
■ 

て
融
通
を
受
け
得
ら
る
、

こ
と
、
な
6

居

"
れ

る

を

以
 

「

て
、：：.

其
の
金
利
の
比
較
的p

ぎ

限

り:£
金

銀

行

は

何

を
 

苦

ん

で

字

形

を

市

場

に

寶

出

さ

ん

や

::
°

现

在

日

本

姐

行
 

の
外
國
爲
替
貸
付
金
ぐ
し
て
疋
金
銀
衍
に
融
姐
せ
る
所 

の
も
0
は
、
*

の
金
额
の
增
加
す
る
に
從
：つ
：て
金
刺
も 

I遞
增
せ：

ら
‘る
、
は
事
實
な
る
も
、
‘其
の
额
四
億
圓
蠱
に
ぐ 

於
て
も
：

II

本
鈒
行
の
最
低
割
引
步
合
を
超
ゆ
る
ご
S
な 

き
.が
如
し
。
故
に
正
金
銀
行
が
爲
替
潰
金
に
就
&
特

K 

低
利
の
資
金
を
利
用
し
得
る
組
；遞
の
.存
續
す
る
限
6
市

：
 

場
割
引
步
合
が
右
金
利
ょ
り
低
下
す
る
に
ぁ
ら
ざ
れ： 

ば
、
折
佝
手
形
引
受
の
行
は
る
、
？
も
手
形
の
市
場
に 

現

は

る

>こ
ビ
な
か
る

.

べ
し
。「

さ
れ
ぱ
手
形
引
受
制
-« 

の
普
及
に
侬
り
て
此
等
の
目
的
を
達
せ
ん
€
す
る
に 

一
二
特
殊
"

I
銀
行
以
外
に
爲
替
鈒
行
の
發
達
を 

期
す
る
と
共
に
外
國
爲
#
«
付
金
と
云
上
が
如
き
特
別

«■
,
る
貨
付
«

廢
止
せ
ざ
る
ベ
炉
^

v

f

o
 

.

次
に
引
受
'
手

形

の

：市

場

に

，於

け

る

寶

買

の

1/

丨
ト
な
. 

る
が
、
此
は
今
日
K

於
け
る
所
謂
割
引
步
合
と
同
櫞
に 

論
ヤ
る
能
は
ず
。
胃
頭
に
も
言
へ
る
如
く
今
日
の
割
引 

步
合
な：

る
も
の
は
實
際
は
贷
付
^
合
同
機
の
も
の
に 

し
て
大
部
分
日
本
龈
行
割
引
步
合
よ
b

高
き
を
常
と
す 

併
し
乍
ら
引
受
手
形
に
.對
す
る
放
資
は
第
ニ
線
の
预
金 

準
備W

し
て
餘
裕
金
を
以
て
爲
す
も
の
な
れ
ば
、
銀
行 

業
者
の
心
：理
は
今
日
の
期n

x
n

1

ル

放

出

ミ

同

樣

な

る

，
： 

ベ
&

も
の
に
し
て
、
割
引
歩
合
も
日
本
銀
行
割
引
步
合
. 

よ
6

低
き
を
原
則
と
す
-.

•

偷
敦
に
し
て
も
巴
里
に
し
て 

も
乂
伯
林
に
し
て
も
、
市
場
割
引
利
率
は
牮
時
に
於
ャ 

は
常
に
中
央
錐
行
の
割
引
利
率
ふ
り
遙
に
低
位
，に
ff
i

 

b

i

o
世
或
は
引
受
手
形
割
引
步
合
の
日
本
銀
行
割
引
步
. 

合
よ
り
低
き
を
見
：て
、
日
本
銀
行
は
引
受
手
形
の
再
»

 

引
步
合
に
.
限
り
特
.
に
®

利
ミ
な
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
§ 1
,

^
 

手
形
の
®

買
は
到
底
行
は
れ
ず
と
な
す
渚
あ
る
も
、
元

竿

三

、港
‘
パ
1
H
六1)

銀
行
手
#
引
受
制
度
及
赏
行
論

鍩
十
號

f

 ̂

-
.
t
d ̂

w
^
k

.f
# デ̂
^
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第
十
：s
 

a
H
六
3
 

.雜

.
，
錄

;

銀

行

學

资

受

製

及

S

論

第
十
號

ニ .

來

受 
乎 
形
の
w
m
引
は
從
來
の

傲
m
保
借
入

同

促
進
す
る
の
功
大
な
る

を
俟
1 Z

ず'

o

故
厂.—

素
商

ね
0
?̂
味
.を
)̂

す

る

も

の̂
し

て

、

か

ィ

の

如

き

',
#

へ
ロ 

は
市
中
金
融
の
歡
縮
甘
る
埸
合
に
し
て
引
受
手
形
の
厍

-
-•
 

.

.

.

.

. 圓
 

...

_

U I

ょ
り
得
た
る
資
金
は
必
相
當
有
利
に
放
資
せ 

も
る
べ
き
時

.

な
る
べ
く
、
鈒
珩
は
引
受
手
形
の
苒
割
引 

に
依
り
て
決
し
て
損
失
を
受
く
る
も

の
に
あ
ら
ず
。
引 

受
苹
形
の
賣
質
を
以
で
其
間
杞
幾
分
に
て
も
利
鞘
を
得 

ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
な
ゎ

^

な
す
の
觀
念
に
て
はか

：. 

.

く
の
勿

&

手
形
の
责
質
は
決
し
て
行
は
る
べ
さ
に

I

あ
ら 

ず
。

、

.

• 

• 

•

.:

.
ゝ

：B
;

、
市
中
鈒
行
の
輸
入
：平
形
引
受
及
實
行
の
程
度

.市
中
鈒
行
.̂
>
艰
素
深
$
取
引
あ
る
贸
易
*
者
に
對
し
、

-

て
_信
用
狀
を
發
行
し
手
，形
の
引
受
を
.爲
す
.は
、
從
來
の 

如

一

H

の
爲
替
龈
行
が
黹
中
商
人
の
信
用
狀
餵
に
暗 

く
必
要
も
な
き
に
爐
保
を
徵
せ
V
Vれ
ば
信
用
狀
を
發
行 

せ
^
又
#
物
附
觸
書
類
をH

?

渡
3
い
る
に
比
す
れ
ば
極 

め
て
.容
..易
R
行
は
.れ
之
に
侬
う
て
我
：國
I
易
の
.發
逹
を

人
ビ

密
接
め
關
係
に
在
シ
て
其
の
資
産
信
用
^
態
，等
を 

段
.力
に
せ
る
市
中
銀
行
が
信
用
狀
を
發
行
し
手
形
に
办 

受
を
爲
す
に
於
て
は
«
^
金
«
の
疏
池
上
大
な
る
效
娘 

あ
る
ベ
き
は
何
人
も
認
む
名
所
な
り
。
然

ら

ば

.1
|
中
14 

行
は
如
何
な
る
.程
.度
迄
信
用
狀
.を
發
行
し
手
形
の
^

^
 

を
爲
す
こw

を
得
る
や
と
云
ふ
に
、
元
來
我
國
銀
行
の 

引
.受
け
得
る
而
し
て
我
國
金
融
市
場
に
.於
て
轉
冁
⑩
® 

す
る
を
得
る
手
形
は
、
其
の
振
出
地
及
び
振
出
人
の
如 

何
に
拘
は
、b
す
手
形
金
額
は
我
國
貨
幣
を
以
て
表
恭
せ 

ら
.れ
た
る
，圆
手
形
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
今
H 

に

，：て

は

我

國

輸

入

貿

易

の

七

割

以

上

は

外

國

貨

龄

の

手 

开

を
.ii
て

行

は

れ3 

bて

、.
靡

.手

形

を

使

用

寸

ノ

る

は

支 

那
ヽ
露
領
亜
細
亞
：、
安
南
、遥
羅
及
び
南
洋
諸
島
の
或
部 

.分
位
に
過
ぎ
，す

。
故

に

此

等

圆

手

形

を

全

部

引

受

く

る

に
し
て
も
興
の
.贸
易
金
融
に
.：資
す
る
所
未
だ
德
だ
大

 ̂

ら

中

。
加

之

我

國M
;行

の
M
行

せ

信

用

狀
が
外
®
:に：

P
I 
圏
I:
II

h
I i

j
II
IIi |
I &
Iを

I

I
I
f e

；|
i i

I 
1
隱
漏 |

於
で
相
當
处
信
用
金
拂
は
る
、
に
は
，
其
の
發
行
龈
#

の
，收
革
を
斷
行
し
て
銀
行
の
字
形
引
受
制
度
を
破
.立
し 

は
此
等
諸
國
に
知
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
ず
之
が
實
行
を
獎
_
す

る

ビ

共

に

、

膠
外
銀
行
の
一
發

K
i: 

し
て
、
今
0;
の
狀
膨
に
於
て
は
我S

銀
行
の
信
用
狀
發
.
.努
め
從
來
龈
行
の
：.外
國
支
店
設
遽
を
禁
正
し
ぁ
&
し
を 

行
及
び
手
形
引
受
の
範
11
は
甚
龙
狹
少
の
I
の
な
y 
了

廢

止

し

'
資
本
金
15
1
與
弗
以
上
の
銀
行
は
單
獨
に
夂
« 

る
.べ
し
。
故
に
大
に
輸
入
手
形
の
引
受
を
實
行
じ
以
て\ 

•共
同
し
て
海
外
支
店
を
說
«
す
る
こ
VJfc
.得
せ
し
め
、
 

贸
屁
金
融
の
改
善
を
勵
ら
ん
ど
ず
る
に
は
實
に
报
本
盼|

觅
に
雕
乘
準
備
龈
行
に
對
し
て
も
海
外
取
卯
店
設
邋
を 

方
策
を
講
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
 

ー
從
心
激
す
る
等
、
外
に
對
し
て
は
專
ら
銀
行
の
海
外
き
脾 

0
、
貿
易
金
融
改
»
の
极
本
方
锻 

.

\

に
努
め
以
て
從
來
磅
手
形
を
以
そ
行
は
れ
た
る
卽
國
賀 

手
形
引
受
制
度
の
實
行
は
實
易
金
融
の
a

a
上
大
な：

易
を
弗
手
形
に
代
へ
ん
こ
と
を
期
せ
り
。
其
の
結
果
今 

■:
:

る
效
果
ぁ
る
は
勿
論
な
る
も
、
ニ
前
項
1:
も
言
へ
る
如
く 

|

日
，
に

於

て

は

.南

米

と

の

質

易

は

大

部

分

弗

手

形

を

如

で 

:

手
形
引
受
其
潴
の
み
を
獎
_
す
な
も
我
國
の
» .
:行
及
び
一
行
は
る
、

こ
と
S
な
り
、
其
他
東
洋
諸
國
反
印
度
に
對 

商
業
上
の
國
際
的
狀
態
が
其
吵
程
度
に
猶
み
居
ら
ざ
る\

し
て
も
又
歐
洲
の
ー
挪
分
に
對
し
て
も
弗
手
形
の
悔
瓜 

に
於
て
は
、
如
何
に
其
の
利
益
を
說
き
實
行
■を
獎
膽
す〉

を
見
る
^
至
り
、
弗
手
形
ぱ
漸
次
&
齡
金
融
市
場
に
觀 

る
も
到
底
行
は
れ
ざ
る
な
ぅ
。
故
に
手
形
引
受
制
度
實
’
步
す
る
の
勢
#
示
せ
&
。
從
つ
て
紐
育
市
場
に
流
通
す
：
 

行
ビ
同
時
に
貿
爲
金
融
改
«
の

根

本

方

策

を

.
*
せ

ざ

る

る

引

受

半

形

'も
漸
次
增
加
し
今
日
に
於
て
は
三
四
億
典 

.

ベ
か
ら
ず
|0
今
日
我
國
手
形
引
受
制
度
實
行
の
刺
®

^

に
達
す
る
迄
に
至
!)
'
し
な
り
。
故
に
称
_
に
於
で
も
1
1:
 

た
b
じ

米

國

代

就

，て

鸛

る

^

、

一

 

九f

四
年
銀
行
制
度
本
龈
行
及
正
金
銀
行
の
當
局
者
が
引
曼
手
形
の
勢
用
を 

婼
f
.
l 

ag.
ハ.三)

、
雜

錄

—

，紙
行
麥
修
即
^
^
度
故
於
行
释 

笫

十

敬

こ

a



锵
十
三
卷
：

(

一
S

S)

氣

錄
銀
行
手
形
引
赍
制
度
及
‘赞
行
論

郯

十

號I

一
四

節し‘1

說
き
其
の
赞
行
を
獎
勵
す
る
は
间
ょ
6
必
耍
な
る
も
、
. 

同
時
に
爲
替
鈒
行
の
發
達
を
圖
り
我
國
銀
行
の
國
際
的 

地
位
を
1
5上
す
る
に
努
カ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
之
が
爲 

に
は
一
時
權
®
の
手
段v

j
し
て
今
し
政
府
が
正
金
銀
行 

に
與
へ
つ
、
あ
る
が
如
き
保
fi
i
を
一
定
の
條
件
の
下
に 

j

般
飯
行
に
も
與
ふ
る
こ
.o

す
る
も
可
な
る
ベ
し
。
 

今
：=
に
於
て
は
正
金
鈒
行
£
旣
に
十
分
»
達
し
、
國
際 

的
地
位
务
策
固
ビ
な
6
外
國
大
銀
行
'の
間
に
伍
す
る
を 

得
る
迄
に
至
^
0
か
ば
之
^
對
す
る
保
議
を
廢
止
し
て 

他
0
爲
替
.銀
行
に
與
^
る
を
適
當
な
り
ヾ

」

感

せ

ら

る

：、 

現

在

特

殊

鈒

行

以

外
0
爲

替

銀

：：行

に

し

て

H
本

銀

行

ょ. 

り

特

別

資

金

の

貸

付

を

受

け

居

る

，，龈

行

あ

办

ビ

の

こ

ど 

な
れ
ゲ

」

、

其

の

额

も

甚

&

僅

少

な

る

'
が

如

く

未

だ

爲

替 

業
務
に
對
し
大
に
發
诞
す
る
に
足
ら
ざ
る
が
如
し
。
元 

來
外
國
爲
替
業
務
は
多
额
の
資
金
を
固
定
す
る
を
.要
す
，
 

る
4'
-
の
な
れ
ば
.、
其
の
初
期
に
於
て
は
日
本
銀
行
は
^

:r
’ 

. 

常
の
援
肋
を
與
へ
以
て

:
 

- 

■.
,

,

 

-

の
驂

f
促
進
せ
ざ
る
ベ
か

ら
ざ
る
ベ
し
。
-か
く
し
て
漸
次
圓
手
形
の
普
及
を
圖
レ 

我

が

國

鈒

行

の

地

位
?:
商

め

以

て

引

受

手

形

の

發

雄

を 

.
期
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
な
り
。

D

、.
內
國
手
形
の
引
受 

H

本
銀
行
が
提
唱
せ
る
內
國
手
形
の
引
受
は
金
融
手
形 

の
場
合
に
し
て
；、
此
は
從
來
行
は
れ
れ
る
儆
瞪
と
性
質 

.

に
於
て
異
な
ら
ざ
る
ど
、
地
方
銀
行
の
コ
1

ル
吸
收
の 

手
段
と
し
て
特
殊
銀
行
引
受
の
下
に
旣
に
數
西
鹛
圓
の 

流
通
を
見
つ
、
あ
り
。
內
國
手
形
の
引
受
は
墦
に
之
の 

.

み
に
止
ま
ら
ず
商
業
信
用
手
形
引
受
の
場
合
あ
り
て
、 

歐
洲
諸
國
殊
に
獨
逸
及
佛
蘭
西
に
於
て
盛
ん
に
行
は
れ 

つ

、

あ

る

こ

と

は

旣

に

，
述

‘
べ
た
る
所
の
如
し
。
蓋
し
此 

等
諸
®i

に
.於
て
は
市
場
割
引
利
率
は
非
常
に
低
廉
に
し
. 

T
.、
引
受
手
數
料
を
支
■
.

ふ
も
倚
ほ
貸
付
利
率
ど
の
開 

き
伯
林
の
如
き
は
年
利
一
分
五
厘
乃
?

一
.
分

に

上

り

し

か
ば
、
多
く
は
銀
行
引
受
平
形
を
利
用
し
て
安
き
市
場

至
b 
し

も

な

な’

レ ：-V
い.，

.ハン •

a-
r
し
々
故
に
內
國
商
業
信
用
手
形31
'
受
の
盛
行
を
見 

る
爲
が
に
は
、
銀
‘れ
蘖
港
が
流
動
性
を
趴
け
る
貸
付
ハ
貨 

付
ヒ
異
な
ら
ざ
る
手
形
則
受

)

を
#it

し
、
：
何
時
に
て 

本
鈒
行
ょ
り
41
割
引
：を
受
C
る
を
得
る
鈒
行
引
受 

，手
形
を
，歡
迎
し
、
其
の
市
場
割
引
利
率
と
貸
付
利
率

W

 

の
開
刍
を
大
な
ら
し
む
る̂-
至
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今

.間

に

迄'®
ん

に

行

は

る
 

>
に
萊
ら
ん
乙
ビ
は
容
爲
の

 ̂

に
ぁ
ら
、?:
'
る
' べ
し
’> 併
し
乍
ら
金
融
市
場
0V
漸
次
摘
太
' 

し
其
の
資
金
需
要
の
繁
闕
の
差
大
と

な

る

に

於

て

は

、
： 

銀

行

の

投

資

は

努

め

て

流

動

的

な

，ら

し

む

^
を

^

す

夂 

i
 

t

0
如
く
預
金
の
大
部
分
を
貸
付
又
は
貸
付
ビ

へ.'，巧''
| F " :

：|；r
J：
Hi；；

異
な
ら
ざ
る
割
引
R
投
ず
る
の
習
»
は
將
來
危
險
の
場 

:
0
0我
國
の
狀
態
に
て
;«
:
1梳
芽
形
の
割
別
利
率
日
步|
合
じ
遭
遇
す
る
の
虞
ぁ
り
。"
故
に
今
日
銀
行
引
受
李
形 

畫
錢
七
厘
内
外
に
對
し
、«
付
利
率
は
賫
錢
九
厘
乃
至,'
:
ン
の
獎
爾
1
ら
る
、
を
機
と
し
て
銀
行
^
商
人
ビ
相
協
カ 

E
錢
に
し
て
典
の
開
き
は
以
て
引
受
手
數
料
を
も
償
ふ
一
し

P

銀
行
手
形
引
受
の
瓶
達
を
圖
ら
.ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る 

能
は
ず
し
て
、
か
く
の
：如
き
狀
態
に
て
は
商
人
，は
求
め 

て
銀
行
―

手
形
を
利
用
せ
ト
ん
ビ
も
せ
す
、
且
つ
.引
受 

手
形
を
诩
ゐ
る
時
は
典
の
乎
形
は
市
場
に
賣
出3
る
、

を
以
て
我
國
の
商
人
は
之
を
欲
せ
ざ
る
の
風
習
ぁ.

cs

.

又
鈒
行
に
し
て
も
貸
付
を
爲
す
取
引
先
に
對
し
て
も
手 

形
引
受
は
之
を
欲
せ
ざ
る
場
合
決
じ
て
少
’か
ら
す
、

從
つ
て
大
會
璐
、
大
商
店
は
成
は
^
免
手
形
を
刺
相
す 

る
，に
至
る
ベ
&
も
、
之
が
相
當
地
位
信
用
，ある
商
人
の

I
.

な
ダ
。

'

•

\ 

E
、
手

形

引

受

業

金

融 

I

我

國

エ

業

侖

融

間

題

は

餽

^

久

し

き

間

の

懸

集

に

し 

へ
て
ナ
^ .
解
決
に
就
で
は
双
»
も

銀

行

業

潜

も

共

^

苦

心 

'せ
名
所
な
6
。
殊
に
戰
後
從
來
戰
锇
の
影
響
に
侬
ゥ
勃 

興
し
た
るH

業
を
*
持
し
、
又
は
之
が
整
理
に
必
恶
な 

る
資
金
を
如
何
R
し
て
調
達
す
る
や
に
a
て
は
0

戦 

時
中
よ
b
講
究
せ
ら
れ
t
所
な
り
。
然
る
に
：

c

本
銀
行

.笫
十
三
怨•
 

(

一
H
六

き
0
/ 

0

銀
仔
乎
政
机
受
觚
度
及
妮
好
驗

.

節
十
號

M

d
^
n
^
h
h
k
H 

' 

r 

A
”

，r
&

'l
i
l_
_:=
- 

I- 

-
«
-
- 

: 

-
-
-
-
_
-

■ 

、'»
--n
 

-
'
• 

m
- 

-
m 

it

I
- 

I'J. 

s
.
. 

I
I 

■ 

>
^
'
^
1
,

yl

^
A
3
J
^
.
3
1
t



は
贸
易
金
融
改
善
の
手
段
と
し
，て
餛
行
引
愛
手
.形
.制
度 

を

提

唱

し

、
同

時

に

：金

融

手

形

の

W
受
を
も
鑑
慂
し
特 

に
其
の
®
削
引
規
定
迄
も
設
け
、
；割
引
利
率
は
從
來
の 

國
債
擔
保
の
割
引
手
形
ど
同
様
ビ
な
し
以
で
工
業
金
融 

の
疏
通
を
圖
ら
ん
^
せ
り
。
&
し
乍
ら
從
來
普
-1
&
嚴
行 

がH

業
資
金
貸
出
を
爲
さ
e
ぅ

し

は

其

の

主

因

資

金

.の 

缺
乏
せ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
工
業
.家
及
.び
其
の
經
營
‘せ 

るH

業
者
の
狀
態
の
明
か
.
な
ら
ざ
り
し
に
在
&

o
故
'に 

手
形
引
变
制
度
を
設
X

る
も
其
の
m

本
た
る
投
資
目
的 

物
の
調
资
が
完
全
に
行
は
る
、
こ
^
、
な
，る
に
あ
ら
ざ 

::
n
ば

手

形

，の

引

受

は

行

は

れ

ず

.、

從

つ

て

如

何

に

日

本 

銀
行
に
於
て
苒
割
引
釔
爲
す
も
エ
業
金
融
の
疏
通
5:
期
，
 

す
る
能
は
ぎ
る
な
^

:̂,
;故

に

金

融

•手

形

の

引

受

に

依

る 

.工

業

資

金

の

調

達

も

結

靥

大

エ

* ,
會
社
：に
限
ら
れ
、

從
 

來
間
題
の
中
當
爲
甘
し
泰
X
業
の
金
融
は
管
解 

^
を
見
6-
能
は
ざ
る
。J  5

0
'

、
な
S
,
な
.き
や
。
珠
に
.

tjx.

接

取
*
;
©;
_
形
_
8
 人
の r.

，
銀

行

の

苒

割

；
^
す

る

命

魏

.を
形

資
產
、"信
用
及
其
の
、資
金
0
用
途
等
種
‘々
の
點
に
1 :
タ

て
嚴
密
な
る
調
蜜
を
經
ざ
るV

か
ら
ざ
る
を
，以
て
此
，方

法
^
於
て
ゴ
業
資
金
を
得
る
は
容
易
0
事
に
ぁ
ら
ざ
4
 

ベ
し
。F

、
結

論
 

要

す

る

に

日

本

：銀

行

.が

今

囘

提

鳴

し

た

る

鈒

行

刃

受 

手
形
腿
度
の
眼
目
:̂

す
る
所
皆
、
外
資
易
金
融
の
疏
通 

'
を
圖
办
、
內
はH

業

金

融

.を

圓

滑

に

し

以

て

國

內

產

業 

の
*

持

發

殷

に

絡

め

 

>
對
外
貿
舄
を
維
持
伸
張
し
て
鳴
. 

後
國
カ
み
發
M
を
期
せ
ん
と
す
る
に
«
る
.や
明
か
，に
_
、
‘ 

銀
行
業
者
も
商H

業
者
も
相
俱
に
其
の
.意
の
布
す
る
所 

を
體
し
、
引
受
手
形
の
普
及
に
努
め
以
て
邦
^
の
«
®
 

に
資
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
な
る
が
、
亂
時
こ
之 

が
提
唱
者
に
於
て
も
览
に
活
服
を
開
き
、
跟
に
一
.に
# 

殊
銀
行
の
爲
替
資
金
調
連
ど
.云
ふ
.
が

如

さ

點

ょ

り

離

れ 

て
ヽ

我
が
.阈

海

外

銀.行
の
.發
：展

をBI
.
6
國

際

命

馳

上

に

I
0
l
fe

.
，
.
. 

t

_ 

. 

我

國

，の'池
.位
.'を
；高

，む'る
”に
，..努
め
.，.ぎ
'るV

か
-ら
‘す

.■
』

叉
.

H

業
金
*
に
對
L
f
淡
エ
.業
調
渣
猶
關
?>
發

達

を

：促_
 

進
す
る
の
途
を
講
じ
、
內
國
：商
業
信
用
手
形
0'
引
受
に 

就
て
本
之
が
實
行
R
相
當
の
注
意
を
挪
は
ざ
る
ベ
か
ら 

ず
。「

遮
莫
日
本
鈒
行
が
今
囘
引
受
手
形
を
提
唱
し
爾
來 

:

之
が
獎
_
に
努
力
し
つ
、
あ
る
は
佘
聚
鈒
行
業
者
ビ
k
 

て

感

謝

の

至

に

堪

ヘ

中

:°
銀

行

業

者

及

商

工

業

者

の

協 

力
に
依
り
：て
漸
次
發
達
ぜ
ん>  J  

f

希

®

し

て

止

ま

ざ 

る

な

^
'
。

篇
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野
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'V
'

以
上
述
べ
た
る
が
如
く
、
歷
史
的
法
則
が
一
の
文

 ̂

價
値
を
■■
§
御
と
.しV

、
し
か
あ
ら
ん
と
す
る
行
程
に
於 

‘け
る
當
爲
0.
法
則
な
り
ビ
す
る
は
、
人
‘間
社
會
に
於
け

る
合
法
：牲
則(

Gess'
z
m
'̂

’s
i
g
ke
s
が 

一
I:
;
最
高
目
的
-
— 

丨
文
化(K

u
ltu

r)

K
歸
ー
せ
ら
る
，>
こ
と
に
依
つ
て
の 

み
解
決
せ
G
る
、
'が

故

な

^
^
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
も
云
ベ
る 

が
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
#
的
科
學
の
硏
究
は
一
に
普
遍 

.的
合
法
則
性
を
假
定
し
、I

I

識
の
普
遍
的
妥
當
性
に
基 

い
て
の
：み
、
其
の
價
値
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
此
の 

假
定
な
く
し
て
は
、
其
の
研
究
の
存
在
*
の
®
明
を
す 

ら
な
し
能
は
ざ
る
な
b

。
即
ち
人
瀕
社
會
に
於
て
先
天 

的

苽

る

文

化-@
的

を

假

定

す

る

こ

と

に

依

つ

て

、

飴

め 

て
こ 

> 
に
社
會
的
合
法
則
#
を
是
認
し
得
、
社
#
的
合 

法

則

性

を

是

認

す

る

こ

.ど

に

依

0

て
、
こ
、
に一

の
文 

化

的

法

則

——

歷
史
的
.法
則
を
承
認
し
得
べ
し
。

經
濟
柄
史
觀
雜
は
す
で
に
前
述
せ
る
が
如
く
、
人
類 

.の
社
會
生
活
に
於
け
る
觀
念
的
粟
素
を
.排
斥
し
て
、
唯 

1

に
.經
濟
を
以
つ
，て
社
會
生
浩
.の
中
心
な
b
ピ
カ
說
す 

る
i
の
な
り
。即
ち
社
會
生
$

一
 

元
的
に
觀
念
し
ヤ
 ヽ

其
の
根
本
に
存
す
.る

社

會

的

合

法

則

性

を

"
%

質

的

の

$

s
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